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一一般般会会計計
令令和和３３年年度度福福島島県県 歳歳入入歳歳出出決決算算審審査査意意見見

特特別別会会計計

第 １ 審 査 の 概 要
１ 審査の基準

この審査は、福島県監査委員監査基準（令和３年福島県監査委員監査公表第16号）に基づき実施しました。

２ 審査の種類

決算審査

３ 審査の対象

(1) 令和３年度福島県一般会計

(2) 令和３年度福島県特別会計（11会計）

ア 公債管理特別会計 キ 林業・木材産業改善資金貸付金特別会計

イ 土地取得事業特別会計 ク 沿岸漁業改善資金貸付金特別会計

ウ 国民健康保険特別会計 ケ 港湾整備事業特別会計

エ 母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計 コ 証紙収入整理特別会計

オ 小規模企業者等設備導入資金貸付金等特別会計 サ 奨学資金貸付金特別会計

カ 就農支援資金等貸付金特別会計

４ 審査の着眼点

(1) 決算の計数は、関係諸帳簿及び証書類と符合し正確であるか。

(2) 財務に関する事務は、関係法令に準拠し適正に執行され、財産の取得・管理・処分は適正に行われたか。

(3) 予算の執行は、具体的な『成果の創出』と『成果の見える化』につながるよう効果的・効率的・合理的に行われたか。

５ 審査の実施内容

(1) 審査の期間
令和４年７月25日から同年８月29日まで

(2) 審査の方法
審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、上記

４の着眼点に基づき、関係諸帳簿及び証書類を照合するとともに、必要な資料の提出を求めて関係部局の説明を聴取し、
併せて定期監査及び例月出納検査の結果を踏まえて慎重に審査を行いました。
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第 ２ 審査の結果及び意見

１ 審査の結果

令和３年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算に係る計数は、関係諸帳簿、証書類及び県指定金融機関発行の公金・収支

現在高報告書の計数と符合しており、正確であることを確認しました。

また、予算の執行、財務に関する事務、財産の管理等については、一部に改善を要するものが見受けられたものの、おおむ

ね適正に執行されたものと認められました。

なお、令和３年度の決算の状況は、次のとおりです。

○○ 決決算算のの状状況況

(1) 一般会計

〔歳入歳出決算額〕

○ 令和３年度一般会計は、歳入総額1兆5,357億9,072万3,494円、歳出総額１兆4,762億8,252万8,982円となりました。

歳入総額は、震災復興特別交付税の減少などにより前年度に比べ395億6,025万733円（2.5％）減少しました。

歳出総額は、当初予算の執行に加え、新型コロナウイルス感染症対策や令和３年２月に発生した福島県沖地震への

対応などのため19度にわたり編成された補正予算や前年度から繰り越した予算の執行などにより40億6,497万9,297円

（0.3％）増加しました。

○ 歳入歳出差引額595億819万4,512円から、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収支額は、80億8,526万5,920

円の黒字となり、実質収支額から前年度実質収支額を差し引いた単年度収支額は、5億5,530万2,148円の赤字となり

ました。

この単年度収支額に財政調整基金への積立金及び地方債繰上償還金を加算し、財政調整基金からの取崩額を差し引

いた実質単年度収支額は75億5,444万2,148円の赤字（令和２年度は170億9,906万3,061円の黒字）となりました。
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【歳入・歳出決算等の推移（一般会計）】

年 度 ①歳入決算額 ②歳出決算額 ③翌年度繰越額 不 用 額 Ａ 実質収支額 Ｂ 単年度収支額 Ｃ 実質単年度

収 支 額

令和３年度 1兆5,357億91百万円 1兆4,762億83百万円 2,074億91百万円 338億79百万円 80億85百万円 △5億55百万円 △75億54百万円

第 令和２年度 1兆5,753億51百万円 1兆4,722億18百万円 3,224億89百万円 340億48百万円 86億41百万円 2億58百万円 170億99百万円

１

期 令和元年度 1兆4,254億 7百万円 1兆3,325億92百万円 3,135億56百万円 281億10百万円 83億82百万円 9億16百万円 △79億39百万円

復

興 平成30年度 1兆3,875億 7百万円 1兆3,217億76百万円 1,605億55百万円 214億70百万円 74億67百万円 1億97百万円 △24億10百万円
・
創

生 平成29年度 1兆6,237億30百万円 1兆5,568億83百万円 1,625億61百万円 326億16百万円 72億70百万円 △10億37百万円 △7億41百万円

期

間 平成28年度 2兆1,618億69百万円 2兆 704億66百万円 2,048億61百万円 375億73百万円 83億 7百万円 5億94百万円 △46億19百万円

平成27年度 2兆1,204億 6百万円 2兆 131億 5百万円 2,293億27百万円 431億14百万円 77億13百万円 6億79百万円 △27億28百万円

集

中 平成26年度 2兆 865億77百万円 1兆9,649億66百万円 2,349億93百万円 413億23百万円 70億34百万円 △34億76百万円 △98億49百万円

復

興 平成25年度 1兆9,403億42百万円 1兆7,938億71百万円 2,510億14百万円 501億 1百万円 105億10百万円 26億34百万円 67億40百万円

期

間 平成24年度 1兆8,106億74百万円 1兆5,984億58百万円 3,212億84百万円 416億85百万円 78億75百万円 10億39百万円 237億90百万円

平成23年度 2兆2,983億53百万円 2兆2,486億 2百万円 1,546億 4百万円 309億48百万円 68億37百万円 35億15百万円 139億91百万円

平成22年度 9,120億31百万円 8,829億36百万円 626億79百万円 112億円 33億22百万円 3億83百万円 7億56百万円

〔出典〕福島県一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書

Ａ 実 質 収 支 額 ：当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもの
※ Ａ＝①－②－翌年度に繰り越すべき財源（③－未収入特定財源）

Ｂ 単 年 度 収 支 額 ：実質収支は前年度以前からの収支の累計であるので、その影響を控除した単年度の収支のこと
※ Ｂ＝ｎ年度 Ａ 実質収支額－（ｎ－１)年度 Ａ 実質収支額

Ｃ 実質単年度収支額 ： ※ Ｃ＝Ｂ＋（財政調整基金積立額＋地方債繰上償還額－財政調整基金取崩額）
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〔歳入決算額の状況〕

○ 歳入は、前年度に比べ県債、国庫支出金等が増加し、地方交付税、繰入金等が減少しました。

○ 歳入のうち、自主財源（※１）は7,084億5,099万円（46.1％）、依存財源（※２）は8,273億3,973万円（53.9％）

となりました。

・ 自主財源は、前年度に比べ繰入金、諸収入等の減少により、272億3,579万円（3.7％）減少しています。

・ 依存財源は、前年度に比べ国庫支出金、県債等では増加しましたが、地方交付税等の減少により123億2,446万円

（1.5％）減少しています。

（※１）自主財源：地方税、使用料及び手数料などの地方公共団体が自ら徴収、収納できる財源

（※２）依存財源：地方交付税、国庫支出金などの国の関与を受ける財源
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歳入決算の推移（一般会計）
  ◇令和３年度の歳入決算額は１兆5,358億円となり、対前年度396億円（2.5％）の減となりました。

（単位　百万円）

自主財源
22年度
23年度
24年度
25年度
26年度
27年度
28年度
29年度
30年度
元年度

（単位　百万円）

自主財源 依存財源
3年度
2年度
元年度
30年度
29年度
28年度
27年度
26年度
25年度
24年度
23年度
22年度

[出典] 福島県一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書

国庫支出金 県債 その他の収入 合計

地方交付税

使用料・手数料

地方譲与税県税等

県税等 地方譲与税 地方交付税

合計その他の収入県債国庫支出金使用料・手数料

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

歳入決算額推移

その他の収入
県債
国庫支出金
使用料・手数料
地方交付税
地方譲与税
県税

百万円
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〔歳出決算額の状況〕

○ 歳出は、前年度に比べ公債費、商工費等が増加し、災害復旧費、農林水産業費等が減少しました。

○ 歳出のうち、義務的経費は3,836億2,530万円（26.0％）、投資的経費は3,127億9,070万円（21.2％）、その他の経

費は7,798億6,653万円（52.8％)となりました。

・ 義務的経費は前年度に比べ扶助費、公債費の減少により、14億9,490万円（0.4％）減少しています。

・ 投資的経費は前年度に比べ国直轄事業負担金、災害復旧事業費の減少により、297億6,086万円（8.7％）減少して

います。

・ その他の経費は前年度に比べ繰出金、維持補修費等が増加し、353億2,074万円（4.7％）増加しています。
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歳出決算の推移（一般会計）
　◇令和３年度の歳出決算額は１兆4763億円となり、対前年度41億円（0.3％）の増となりました。

義務的経費 投資的経費 その他の経費 合計
人件費 公債費 建設事業 補助費

22年度 ダミー
23年度
24年度
25年度
26年度
27年度
28年度
29年度
30年度
元年度 ダミー

(単位　百万円）
合計

人件費 公債費 普通建設事業 補助費等
３年度
２年度
元年度
30年度
29年度
28年度
27年度
26年度
25年度
24年度
23年度
22年度

[出典] 福島県一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書

義務的経費 投資的経費 その他の経費

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

歳出決算額推移

その他の経費

投資的経費

義務的経費

百万円
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(2) 特別会計

○ 令和３年度特別会計は、歳入決算額3,054億8,501万4,404円、歳出決算額2,935億9,056万3,095円となりました。

○ 歳入は前年度に比べ29億9,450万5,690円（1.0％）、歳出は7億5,486万3,379円（0.3％）それぞれ増加しました。

○ 歳入歳出差引額118億9,445万1,309円から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実質収支額は、117億7,265万5,309

円の黒字となり、前年度に比べ黒字は22億670万311円（23.1％）増加しました。
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意見１ 福島の「復興・再生」と「地域創生」を新しい段階に移行させていく必要があります。

(3) 安定的・持続的な行財政運営のため、企業会計の手法や考え方を参考とし、数値を
もとにした情報を中長期的な資産管理と経営的な視点の強化に活用していく。

○ 本県は、これまで企業会計の手法や考え方（減価償却費、退職給付引当金繰入額等）を参考として
財務情報の「見える化」を進め、平成28年度決算分からは決算書に基づき新公会計制度による財務書類
を試行的に作成してきました。

○ 地方公会計から得られる各種指標を用いた比較分析、地方公会計の情報を用いた公共施設等総合管理
計画の策定(平成29年3月｡令和4年3月改訂)はもとより、令和３年10月に策定した中期財政見通しへの反
映や、それを踏まえた予算措置など､有効利用に努めています。地方公会計については、国において
研究・議論を重ね試行的に導入していることから、フルコスト情報の活用について、引き続き検討を
進める必要があります。

○ 本県は、復興財源の確保により、復興基金等の創設や、実質的に地方負担が限定的である
震災復興特別交付税による財政措置等により、安心感を持って復興・再生を進めてきました。

第２期復興・創生期間においても復興財源等を確保しながら、収支（フロー）だけではなく、
純資産（ストック）やフルコスト情報をより意識し、安定的・持続的な行財政運営を進める必要が
あります。

※フルコストとは､発生主義会計をベースとした事業費に､人件費及び減価償却を加味した物件費を含むトータルコスト｡

《福島の「復興・再生」と「地域創生」を新しい段階に移行させていくための主要な検討課題》

福島県の財務書類（一般会計等）にみる『本県の特徴』 『今後の検討課題』

① 復興事業については、基金等により安定した ① 復興事業の進捗に応じた復興財源の継続的確保
財源が確保されている。

② 第２期復興・創生期間後の復興拠点施設の運営費
．

② 復興事業で整備・取得した資産の影響により、 （財源）確保と経営健全化
資産合計・純資産額が全国上位にある。

③ 復興拠点整備の効果測定・評価
③ 安定した財源が確保された上で資産を取得して

おり、負債額が少なく、純資産の割合が高い。 ④ 復興インフラの集中的な整備により、更新時期が
集中することを踏まえた財政運営

④ 復興インフラの集中的な整備により、固定資産の
取得価額が増加した。 ⑤ 復興事業が落ち着いていく中、各指標による他県

また、資産の減価償却費累計額も増大している。 との比較分析による行財政運営の強化
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意見２ 引き続き、財務事務等の適正化に努める必要があります。

〇 監査委員は、「定期監査」を始め、一般会計、特別会計等の月末時点の現金・預金残高の正確性を
検査する「例月出納検査」、部局横断のテーマで行政事務を監査する「行政監査」、工事の施工状況を
確認する「技術監査」、県の補助金等が適正に執行されているかを確認する「財政支援団体等監査」を
実施しています。

○ 監査等の結果、概ね適正に処理されていることを確認しています。
しかしながら、入札手続きの誤り、支払時期の遅延など、一部に不適切な事例も散見されます。
その要因は様々ですが、複数によるチェック不足、職員の知識不足・思い込み、前例踏襲などです。

○ また､令和２年４月からは地方自治法の改正により内部統制制度が導入され､令和３年12月に知事から
県議会に対して「内部統制評価結果報告書」が提出されています。

○ 内部統制を機能させていく鍵は、
① 問題が起りにくい仕組みを整えること
② 問題が生じたときは、速やかにリカバリーできる体制を整えること です。

○ 新任管理職員の業務支援として、監査委員が提案した「新任管理職員向け実務的なワンポイント
マニュアル」は、主に人事管理分野において令和３年４月に策定、令和４年３月には改定され､
活用されています。

○ 組織の要である管理職員が中心となって財務事務等適正化が図られるよう、次の提案をいたします。

提案１：管理職員による体制づくり
① 成果やプロセスの評価、やりがい創出の徹底
② 組織内のダブルチェック機能の確保
③ 監督職員（主任主査等）が人材育成を担うという意識づけ
④ ミスをすぐに報告できる職場の環境づくり

提案２：新任管理職員の業務支援（継続的な実施）

提案３：変革の土壌となる組織風土づくり

既存の価値観を踏まえながらも、視線を上げて、他地域は先に進んでいる現状を
再認識し､「福島県」の魅力･価値の磨き上げで勝負する新しい段階に移行させていく
職員の意識変革と行動変容｡
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内部統制の浸透

《それぞれの組織で対応すること》

《全庁的な対応が期待されること》

１１ 職職員員ののママイインンドドををアアッッププ

※ 定期監査、例月出納検査、行政監査、財政支援団体等監査等を通じて、

財務事務上のミスが発生するときは、次の３つの状況が共通して見られます。

① 管理職員と担当との間で、財務事務に関するスケジュールの共有、打合せやホウレンソウ

（報告・連絡・相談）による進捗管理が行われていないとき

② 個別の業務について、一人の担当者に任せている期間が長く、同僚や管理職員による

ダブルチェックが働いていないとき

③ ミスを起こしたときに、速やかに管理職員に言い出せない環境にあるとき（ミスをより重大・

深刻にしている）

一人ひとりの「主体的な取組」＝「自分事」が重要です。

財務事務に限らず、内部統制が有効に機能し、将来的に形骸化させないためには、

各所属の管理職員の動きが要となります。

◎ 管理職員は、自らの管理職員としての在り方や振る舞い方について、

「内部統制におけるリスク評価シート」にあらかじめ洗い出されているリスクの要因、回避

及び対処のポイントに学びながら、職場の組織経営を実践していくこと

⇒資質・能力の向上、業務の適正運営を通じた県勢伸展の基盤強化へとつながっていきます。
◎ 管理職員として業務全般のリスクに備えるためには、現行法令の遵守にとどまらず、

新型感染症などにより大きく変わりつつある社会からの要請や期待の変化を踏まえ、

実務の場面で判断し、行動することも大切

① 管理職員・所属職員のコミュニケーション力の向上

③ 社会の変化に応じた全庁的なシステム変更への参画
（カーボンニュートラルの実現、新型コロナウイルス感染症への対応、デジタル変革（ＤＸ）など）

内部統制を推進していくためには、

◎ 日々の業務の中で、仕事の目的を理解し、

◎ 必要な知識の習得に努め、

◎ 迷ったときには、速やかに上司や周囲の職員に相談すること が大切です。

令令和和３３年年度度定定期期監監査査のの結結果果
《《参参考考：：財財務務事事務務のの適適正正化化ののたためめのの内内部部統統制制》》 監査委員事務局

①政策決定プロセス
②予算編成、決算審査などのプロセス
③組織の改廃、定数配分、人事異動などのプロセス
④コンプライアンス
⑤財務事務 ⑥情報セキュリティ ⑦業務継続 ・・・・・

【従来から県の組織に組み込まれている内部管理の仕組み】

当面、本県では「財務事務」を対象として、内部統制を推進

「「問問題題がが起起ここりりににくくいい仕仕組組みみ」」をを整整ええ、、「「業業務務をを効効率率的的にに行行うう」」たためめののもものの

※ 内部統制の最大の目的は、「業務の有効性と効率性」です。

②行政サービスを安定的、効果的、効率的に提供していくため、

①『復興・再生』と『地域創生』の取組を着実に進め、

業務に関するルール・仕組みを整え、これに則った運用を行っていくことです。

内内部部統統制制ととはは：：

※ 内部統制の推進は、「組織の存在価値」「社会からの信頼」を高めることにつながります。

※ 業務の基盤である全体の仕組みや、システム見直し等の具体化への貢献も期待

② 新任管理職員向けの手引の作成

２２ 組組織織力力ををアアッッププ
内部統制の推進のために

令和３年度に実施した定期監査結果

対象機関数： 機関（本庁 機関、公所 機関）

検証結果 ： 指摘・指導あり 機関（件数：指摘 件、指導 件）

【 指摘事項、指導事項の主な原因 】

【原因①】担当者任せ、チェック不足
〇 情報共有・進捗管理が不十分であったため、事業の一部が未完了であるにもかかわらず委託料全額を支出（ 万円）【指摘】

〇 チェック体制が機能しておらず、書類の紛失、請求書の放置等により、複数の支払が遅延【指摘】

〇 公益財団法人に管理委託している物品について、現物確認が不十分であったため、一部物品が廃棄されていることに気づかなかった【指導】

【原因②】財務事務に関する知識・理解不足、
〇 繰越手続についての理解不足により、国への手続が漏れ、事業者へ概算払した補助金全額を返還（ 万円）【指摘】

〇 随意契約によることができる限度額を超えているにもかかわらず、随意契約により契約を締結【指導】

〇 給与等の支給方法に「現金払」と「口座振込」があることを知らず、現金による給与支給を失念【指導】※複数の所属で発生

【原因③】制度的・組織的要因
〇 前回、指導事項とされた調定時期の遅延について、改善が図られていない（単価改定への対応が困難）【指摘】

〇 徴収金額の算定要素が変更となったが、報告漏れや処理漏れにより誤った金額を徴収（過大徴収 戸、過小徴収 戸）【指摘】

〇 国通知が難解であり、参照すべき通知も複数で算定方法が複雑であったため、算定を誤り、過大に支出（ 万円過払い）【指導】
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     (1)  収入未済の縮減

（単位　百万円）
平　成 平　成 令　和
29年度 30年度 元年度

4,015 4,132 4,245

3,633 3,529 4,526

348 342 378

　　意見３：引き続き、予算の執行の適正化に取り組んでいく必要があります。

7,996 8,003 9,149

滞納者の資力等の状況を的確に把握した上で積極的な徴収対策を講じ、収入の確保に努めてください。

① 新たな収入未済の発生防止

引き続き、税負担の公平性を維持し、財源を適正に確保するため、滞納の実態に応じた適切で効果的
な徴収対策を講じ、収入未済の縮減に取り組んでいく必要があります。

○ 特に、自主財源の柱である県税の収入未済額は前年度に比較して約 億円減少しています。

収 入 未 済 額
（国庫支出金を除く）

予 算 科 目
令　和
２年度

9,483

令　和

○ 収入未済額は、国庫支出金を除き、漸減傾向にあります。

○ 一般会計における県税以外の収入未済額として約 億円が生じています。

負担の公平性・公正性を堅持する観点から、

国 庫 支 出 金
（翌年度繰越事業分）

108,388

4,489

163,732

③ 債権回収の特別チームによる集中的な実施 など

4,049

945

県 税

418

３年度

7,090

3,382

諸 収 入
そ の 他

② 債権管理及び徴収に関するマニュアルの整備・更新

85,030 78,445 166,548

3,290

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000

平成29年度平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度

百万円 収入未済の状況（一般会計）＊国庫支出金を除く

県税

諸収入

その他
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     (2)  不納欠損

（単位　百万円）
平　成 平　成 令　和 令　和 令　和

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

906 450 339 325 333

231 236 231 299 283

664 190 50 15 37

11 24 58 11 13

不 納 欠 損 額

県 税

諸 収 入

そ の 他

○ 一般会計の不納欠損額は、前年度と同水準の 億 万円です。

○ 引き続き、収入未済の縮減に最大限取り組むことは当然です。

○ しかしながら、福島の「復興・再生」と「地域創生」を新しい段階に移行させていくため、職員の業務負担を

予 算 科 目

軽減する観点などから、債務者の財産状況等の把握を徹底するなどの債権管理を行い、死亡、行方不明、

破産等を含め、現実的に回収が 困難なものについては、適時適切な不納欠損処分に努めてください。

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

百万円 不納欠損の状況（一般会計）

県税

諸収入

その他
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(3) 繰越額の縮減

〇 翌年度繰越額は、令和元・２年度に3,000億円を超えました。

その大きな要因は、令和２年度までの第１期復興・創生期間内における復興事業の概成を目指し、
国・県・市町村が連携して最大限の予算措置を行いましたが、令和元年10月の令和元年東日本台風、
令和３年２月の本県沖地震等により被災し、災害復旧事業を優先したことや、令和２年４月以降、
新型コロナ感染症がまん延を繰り返し､資材確保や人手不足などが顕著となるなど､やむを得ないものと
考えます。

〇 令和３年度の翌年度繰越額は、復興事業の進捗により2,075億円と大幅に縮減されました。

引き続き、適切な情報収集やより計画的な事業遂行に努め、繰越額の縮減に努めてください。

※「令和元年東日本台風による福島県内の主な土木被害と復旧の状況について」 ：24ページ参照

※「令和元年東日本台風等による福島県内の農林水産業及び商工業関連被害等
について」 ：2５ページ参照

※「令和３年２月福島県沖地震による県内の主な被害状況」 ：2６ページ参照

※「令和４年３月福島県沖を震源とする地震による県内の主な被害状況」 ：2７ページ参照

※「令和元年東日本台風等に係る本県の主な対応について」 ：2８ページ参照

※「令和３年２月福島県沖地震による住家被害状況」 ：2９ページ参照

※「令和３年２月福島県沖地震に係る本県の主な対応について」 ：３０ページ参照

※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況と対応状況 ：３１～３３ページ参照
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【令和４年3月福島県沖を震源とする地震による県内の主な被害状況】

相馬港3号埠頭(相馬市)

松川浦漁港(相馬市)

セデッテかしま厨房(南相馬市)国道399号線（伊達橋）(伊達市)

沼ノ沢ため池(新地町)

福島駅周辺【商業ビル壁面崩落】

気象庁「推計震度分布」を加工して作成

福島県推計震度分布【7月13日11時00分現在で判明している状況】
■人的被害：死者1名、重傷者9名、軽傷者92名
■住家被害：全壊159棟 半壊3,713棟 一部破損25,273棟
■公共土木被害：221億円(県184億円 市町村37億円)
■農林水産被害：41億円(農地26億円 農業2億円

林業4億円 水産9億円)

R3.2月地震と同じ箇所が被災

R3.2月地震と同じ箇所が被災

R3.2月地震と同じ箇所が被災
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市市町町村村振振興興基基金金フフロローー図図（令和３年度中の動き）

市町村振興基金
億円

（ 保管現金８６億円 ＋貸付残高１０６億円）

貸付残高
１０６億円 市町村等

貸付金 償還元金 償還利子
２１億円 貸付（元金） ８ ５億円 １３百万円

一般会計財産収入預金利子

積立金
１２百万円

０ 百万円

繰入金（事務費を控除）

〈令和３年度末〉
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２２　　福福島島県県土土地地取取得得基基金金
　(1) 設置の目的

　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (昭和44年7月15日 福島県条例第36号　福島県土地取得基金条例）

　(2) 運用の状況

　　ア　繰出し及び繰戻しの状況

　　　　令和３年度の繰出しは40,917,647円で、繰戻しは13,123,651円となっています。

　　　す。

　　　れています。

　(3) 基金の額

　　となっています。

ウ 保管現金は、令和３年度末現在高 円で、定期性預金（大口定期、譲渡性預金）及び当座預金として出納局で一元管理さ

公用若しくは公共用に供する土地又は公共の利益のために必要な土地をあらかじめ取得するための資金に充てるため、設置されたもので

イ 運用益金は 円となり、これは預金利子収入で、運用益金から事務費を差し引いた運用純益金 円を基金に積み立てていま

基金の額は、令和２年度末 円でしたが、当年度において運用純益金 円を積み立て、令和３年度末 円
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土土地地取取得得基基金金フフロローー図図（令和３年度中の動き）

　①　基　　金：土地取得のための貸付金

　②　特別会計：土地を購入するための経費

　③　特別会計：特別会計で取得した土地を県（一般会計）に売り払いした収入金

　④　基　　金：特別会計からの返済金

財産売払収入
③ 百万円

土地取得基金
６３億円

繰出金
① 百万円

（事業用地）

一般会計

公有財産購入費
② 百万円

繰戻金
④ 百万円

（事業用地）

土地取得事業
特別会計

地権者
〈令和３年度末〉

保管現金 億円 預金利子

千円（事務費を控除）

千円

積立金
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３３　　福福島島県県難難視視聴聴地地域域解解消消基基金金
　(1) 設置の目的

　　　テレビジョン放送の受信が困難である地域を解消するための事業を行う放送事業者（放送法（昭和25年法律第132号)第２条第22号に規定

　　する特定地上基幹放送事業者をいう。)に対し当該事業に必要な資金を貸し付けるための資金に充てるため、設置されたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (昭和44年3月20日 福島県条例第９号　福島県難視聴地域解消基金条例）

　(2) 運用の状況

  　ア　貸付の状況 難難視視聴聴地地域域解解消消基基金金フフロローー図図（令和３年度中の動き）

      　令和３年度の新たな貸付はありません。

  　イ　償還の状況

　　　令和３年度末貸付残高は0円です。

　　　で全額が一般会計の歳入となっています。

　(3) 基金の額

　　３年度末144,443,000円となっています。

円で、定期性預金（大口定期、譲渡性預金）及び

　　　償還されているため、期限内の償還はありません。

令和３年度の約定償還額は全額が平成 年度に

当座預金として出納局で一元管理されています。

エ 保管現金は、令和３年度末現在高

ウ 運用益金は 円となり､これは預金利子収入

基金の額は、令和２年度末から増減はなく、令和

難視聴地域解消基金
１．４億円

（ 保管現金１．４億円 ＋貸付残高０円）

貸付残高
０円 放送事業者

貸付金 償還元金 償還利子
０円 貸付（元金） ０円 ０円

一般会計財産収入預金利子
８千円

繰入金
〈令和３年度末〉
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４４　　福福島島県県企企業業立立地地資資金金貸貸付付基基金金
　(1) 設置の目的

　　　発電用施設の周辺地域における企業立地の促進のための資金の貸付を行うため、設置されたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (昭和57年12月21日 福島県条例第63号　福島県企業立地資金貸付金基金条例）

　(2) 運用の状況

  　ア　貸付の状況 企企業業立立地地資資金金貸貸付付基基金金フフロローー図図（令和３年度中の動き）

      　令和３年度は金融機関への貸付、金融機関からの

　　　融資とも実績はありません。

  　イ　償還の状況

　　　期限内に償還されています。

　　　　令和３年度末貸付残高は14,800,000円です。

  　ウ　運用益金は0円です。

　　　で、普通預金として管理されています。

　(3) 基金の額

　　　基金の額は、令和２年度末は46,894,542円でしたが、

　　国への返還分28,094,542円を取り崩したため、令和３

　　年度末18,800,000円となっています。

エ 保管現金は、令和３年度末現在高 円

令和３年度の約定償還額 円は、全額が

貸付残高
１５百万円

企業立地資金貸付基金
１９百万円

（保管現金４百万円＋貸付残高１５百万円）

金融機関

貸付金 償還元金
０円 貸付（元金） ４百万円

貸付先企業

無利子貸付

融資 返済

国庫還付
２８百万円

取崩〈令和３年度末〉
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５５　　福福島島県県美美術術品品等等取取得得基基金金
　(1) 設置の目的

　　　美術品及び博物館資料の取得を円滑かつ効率的に行うため、設置されたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (昭和54年12月24日 福島県条例第52号　福島県美術品等取得基金条例）

　(2) 運用の状況

　　ア　基金による美術品等の取得及び払出しの状況

　　　　美術品等の取得及び払出しはなかったため、令和３年度末の動産（美術品等）の現在高は126作品181点、645,523,763円です。

　　イ　運用益金は4,606円となり、これは預金利子収入で全額が一般会計の歳入となっています。

　　ウ　保管現金は、令和３年度末現在高79,396,237円で、定期性預金（大口定期、譲渡性預金）及び当座預金として出納局で 一元管理されて

　　　います。

　　エ　預金等の状況

　(3) 基金の額

　　　基金の額は、令和２年度末から増減はなく、令和３年度末724,920,000円となっています。

現　　　　　金 － －－

合　　　計

動産(美術品等)

点 円 点 円

－ －

点 円 点 円 点

金　　　額 点数 金　　　額 点数 金　　　額

増　(A) 減　(B) 差引　(A)－(B)

円

点数 金　　　額 点数 金　　　額 点数

種　　　　　別
令和２年度末現在高

令和３年度中増減高
令和３年度末現在高
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美美術術品品取取得得基基金金フフロローー図図（令和３年度中の動き）

（注1）美術館　収蔵件数内訳（単位：件）

（注2）博物館　収蔵件数内訳（単位：件）
合　計考古 民俗 歴史 美術 自然

日本画 洋画 版画 彫刻 合　計工芸 書 写真

※買戻とは、
基金所有の美術品等について
県（一般会計）所有とすること。

動産 ６．４億円
（美術品等１８１点）

✩動産の管理保管
美 術 館 点
博 物 館 点

所管（美術品等）

✩収蔵件数
美 術 館 件（注 ）

博 物 館 件（注 ）

美術品等取得基金
７．２億円

（保管現金０．８億円＋動産６．４億円）

現金 ０．８億円

美 術 館・博 物 館
美術品等
所有者

買戻
により
現金化

購入
により
動産化

一般会計

美術品等

〈令和３年度末〉

（令和３年
度なし）

買戻

（令和３年
度なし）

購入

※

美術品等美術品等

海外
作品

素描
･下絵

震災
遺産
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